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熱入力に対する分布の硬直性は、核融合プラズマの閉じ込め性能を制

限するという点から、解明すべき極めて重要な課題である[1, 2]が、その

ような現象を対象としたシミュレーションを行うためには、熱ソースに

よる温度分布の急峻化、ミクロスケール乱流の自己組織化、さらにはメ

ゾ/マクロスケールの平均流や分布へのフィードバックを、衝突過程を含

め自己無頓着に解く必要がある。そこで我々のグループでは、新たに大

域的トロイダルジャイロ運動論コード[3]を開発した。本コードでは、外

部からの熱ソース/シンク、ならびに衝突効果が適切に導入されており、

乱流輸送だけではなく、新古典輸送過程を経て形成される径電場も適切

に評価することができる。また、有限ラーマー半径効果(FLR)を厳密に

取り扱っている点が本コードの特徴の 1 つであり、ベンチマークテスト

においてその妥当性は十分検証されている。 
このコードを用いて、熱ソースのパワースキャン、ならびに変調実験

を行い、熱源駆動型乱流において支配的な熱の弾道的な伝播や、径電場

シア、階段状の温度分布構造[4]の応答を解析した結果、平均流に対する

エネルギー配分率は、熱入力の履歴によらず準定常状態において一定で

あり、熱入力が大きい場合に低下することを見出した。この結果、平均

流による乱流の安定化効果が低減され、温度分布の硬直化が起きる一因

となっていることが予想される。 
本講演では、新たに開発したコードの特徴と上述の結果に加え、コア

部での輸送特性が、熱シンクや磁場配位を含む周辺部のモデルによって

どのように変調するかについて議論する。 
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